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エンドトキシンの胃粘膜防御効果  
―胃分泌と胃運動の抑制―

上原 聡、辻 和之、谷口由輝、渡邊泰男、小野寺秀、久
保光司、久保田達也、釈 文雄、原田一道、並木正義



は じめに

エンドトキシンを大量に投与すると，消化管

に出血'性漬傷病変の生じることが古くから知ら

れています1,2)．今回われわれは，低濃度のエン

ドトキシンはむしろ胃粘膜防御作用を発揮する

ことを見出しましたので報告します．

実験方法(表１）

実験動物としては，体重約2009のSprague-

Dawley系雄性ラットを用いました．また,一部

の実験では，エンドトキシン非感受性動物であ

るＣ３Ｈ/HeJマウスと，その対照動物であるＣ３

Ｈ/OuJマウスを用いました.エンドトキシン製

剤としては，大腸菌由来のIipopolysaccharide

を使用しました．また，遺伝子組換え型inter‐

leukin-1（IL-1）receptorantagonistも用い，

いずれも生理食塩水に溶解した後，腹腔内へ投

与しました．実験漬傷モデルとしては，水浸拘

束漬傷，インドメサシン潰傷およびエタノール

漬傷を用いました．また，胃機能に及ぼす作用

として，エンドトキシンの胃酸分泌および胃排

出に及ぼす影響についても併せて検討しました．
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表１実験方法

動物：１）Sprague-Dawley系雄性ラット

２）Ｃ３Ｈ/HeJマウス(LPS非感受性動物）

Ｃ３Ｈ/OuJマウス(LPS感受性動物）

薬剤：Lipopolysaccharide(ＬＰＳ；Ｅ，ＣＯ〃，

０５５：Ｂ５）

Interleukin-1受容体桔抗物質(ＩＬ－１ｒａ）

実』験潰傷モデル：

１）水浸拘束ストレス漬傷

２）薬剤(インドメサシン)潰傷

３）エタノール漬傷

胃機能：胃酸分泌および胃排出
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結果と考察

１．抗潰傷作用

はじめに，各種潰傷モデルにおけるエンドト

キシンの胃粘膜防御効果について示します．エ

ンドトキシンは，潰傷惹起刺激開始の60分前に

投与しました．

図１は，水浸拘束ストレス漬傷モデルにおけ

るエンドトキシンの効果をみたものです．エン

ドトキシンの前投与によりストレス漬傷の発生

が用量依存性に抑制されています．
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